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自己がイメージする自分の年齢を主観年齢と定義し研究を行っている．日本
人，米国人，韓国人における顔画像を用いた主観年齢は総じて若年視の傾向が
ある．我々の先行研究では，自己若年視傾向の要因として，(1) 自己の顔イメ
ージの蓄積記憶による牽引に起因する，人種や国籍に関わらない普遍的な要
因，(2) 謙遜的態度や社会的地位を重んじる文化的要因，またはそれに伴う自
信などの社会心理的要因，であることが示唆された． 
本研究では，自己若年視傾向の要因についての詳細検討を行うために，まず
旧知（兄弟姉妹）の他者顔と未知の他者顔の年齢比較課題と，未知の他者顔同
士の年齢比較課題を実施し、自己若年視傾向の要因の 1 つと考えられる顔の蓄
積記憶による牽引効果について検証を行なった．その結果，未知の他者顔に比
べ旧知の顔をより強く若年視する傾向が確認された．さらに未知の他者顔同士
の年齢比較課題においても，基準とする顔画像に対する一定の若年視が見られ
たが，年齢ラベルを操作した追加の課題から，この若年視が年齢ラベルの影響
であることが示された．年齢ラベルによって，年齢に基づく顔の平均プロトタ
イプが形成され，画像処理によって作られる平均顔同様，若く知覚したと考え
られる． 
次に，自己若年視傾向のもうひとつの要因である社会心理的要因を謙遜とい
う側面から検討するために，主観年齢推定課題と関係流動性測定課題を同時に
実施した．結果より，自己謙遜表出を間接的に測定する関係流動性と自己若年
視の間に明確な相関関係は確認されなかった．この結果を導いた可能性とし
て，謙遜的態度と自己若年視傾向，あるいは関係流動性と個人の謙遜的態度の
いずれかの相関が仮説とは異なっていたことが考えられた． 
さらに，顔画像に対し「何歳に見えるか」を判断する絶対年齢推定課題を日
本人，米国人，韓国人に対して実施した．主観年齢推定課題の結果との比較を
行った結果，絶対年齢において加齢に伴い増加する年齢推定バイアスが，主観
年齢よりも強く働いた．米国人において実験方法に有意な差があったことか
ら，絶対年齢において若年層は同年代の他者をより老年視し，中年層は他者を
若年視することが分かった．その理由として，自己の憧れや理想が年齢推定に
影響を与える，理想年齢のバイアスが存在する可能性が示唆された． 
